


































































































































































































































































































9 脳科学者ジル・ボルト・テイラーが自身の脳出血の体験について記した“My Stroke of Insight”（2008、『奇跡
の脳  脳科学者の脳が壊れたとき』竹内薫訳、新潮社、2009）には、左脳に重大な傷害を負った後、「深い安らぎ」
に包まれて生きていることが語られている。実は、この本は邦訳の刊行直後に読んでいたのだが、脳出血発症後
はそのことをすっかり忘れていたのである。筆者の発病を知ったカナダの友人ソーニャ・アンツェン氏が、見舞
いのメールの中でこの本を紹介してくれたのがきっかけで、思い出すことができたのだが、右脳の意義を強調す
る論旨はともかくとして、脳出血後に「深い安らぎ」を感得したというジル・テイラーの経験は、そのまま筆者
の経験でもある。
失語症に関する内的記録　─文学者が文字を失ったとき─
─ 9 ─
ていたのだ。「あのとき自分はエデンにいたのです。知恵の木の実を齧って言葉を覚え
るまでは」と、そのときは説明したが、「無可有の郷」という『荘子』の言葉なども思
い合わされるところだ。いずれにしても、幼年時代以来、絶えて久しく経験することの
なかった無垢な時間──「永遠」の同義語のようにも思われる特別な2日間は、こうし
て幕を閉じたのである。
謝辞
最後に、しかし心からの思いをこめて、「東京都保険医療公社  豊島病院」脳神経外
科の清田満先生、熊谷廣太郎先生、リハビリテーション科の小笠原浩気先生をはじめと
する医療スタッフの皆様に感謝を申し上げたい。とりわけ言語聴覚療法士の矢沢康代先
生、理学療法士の増田浩了先生、作業療法士の中澤史江先生には、自分の心や身体と向
き合い対話をするための様々なきっかけを与えていただいた。記して感謝申し上げる。
 （本学教授）
